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調査研究面では,美 術部 ・芸能部が3力年実施 した特別研究 「浄土教関係の文化財
に関す る総合研究」が終了,一方保存科学部 ・修復技術部による 「石造文化財の保存
修復に関する科学的研究」が3力年計画の特別研究として開始された。前者にはその






最後に,こ れを機会に,新 任所長としての心か らなる御挨拶を送るとともY'`,研究所
に対し今後とも変らぬ御厚情を賜 るようお願いしたい。
昭 和53年12月





1設 立 の 経 緯
2年 表









1歳 出 予 算
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B特 別 研 究
C科 学研究費
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主要 研 究 業 績
その他の研究活動






































































黒 田 記 念 室
室

























昭和 元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東京美術学校長正木
直彦が委員長に就任 し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田




同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コ ン ク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192㎡の建物1棟 を起工した。
同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図





































































同32年3月28日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の
保存科学部の薬品庫が竣工した。








同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和37年文化財
保護委員会規則第1号),新たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。

































資料部研究棟として,鉄筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡
の建物が竣工した。















































彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)
雄(昭 和6.11.25～昭 和10.5.31)






雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
松(昭 和28.11.1～昭 和40.3.31)
克(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4。1)























































































行 政 職 1i 11
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3 3
主 任 1 i





















所 属1官 職 名i氏 名
所 長 文 部技 官,所 長 関 野 克
庶 務 課 文部事務官,庶 務 課 長 松 原 尚 躬
文部事務官,庶務課長補佐 鶴 見 茂
庶 務 係 文部事務官,庶 務 係 長 本 田 耕 二
文部事務官,庶 務 係 員 松 本 多 賀 子
会 計 係 文部事務官,会 計 係 長 斎 藤 朗
文部事務官,会 計 主 任 鈴 木 吉 彦
文部事務官,会 計 係 員 正 藤 隆 生
文部 技官,作 業 員 小 澤 た ま
事 務補佐 員 杉 浦 み ど り
〃 伊 藤 ひ ろ 代
技 能補佐員 豊 田 三 智 子
作業補佐員 大 塚 正 司
美 術 部 文部 技官,美 術 部 長 川 上 淫
文 部 技官,主任研究官 関 千 代
文 部 技官,主任研究官 田 村 悦 子
文 部 技官,主任研究官 柳 澤 孝
文 部 技官,主任研究官 猪 川 和 子
文 部 技官,主任研究官 田 実 栄 子
文 部 技官,主任研究官 陰 里 鉄 郎
第 一 研 究 室 文 部 技官,第一研究室長 久 野 健
文 部 技官,研 究 員 関 口 正 之
第 二 研 究 室 文 部 技官,第二研究室長 中 村 伝 三 郎
芸 能 部 文 部 技官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄
演 劇 研 究 室 文 部 技官,演劇研究室長 佐 藤 道 子
文 部 技官,研 究 員 羽 田 麗
調査研究員(非) 松 本 潅
音楽舞踊研究室 文 部 技官,音楽舞踊研究 柿 木 吾 郎
室長
文 部 技官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄
調査研究員(非) 山 本 宏 子







保 存 科 学 部
化 学 研 究 室
物 理 研 究 室
生 物 研 究 室
修 復 技 術 部
第一修復技術研究室
第二修復技術研究室









文 部 技官,研 究 員
物理研 究室長事務取扱
文 部 技官,研 究 員





第 一 修 復 技 術
研 究 室 長 事 務 取 扱
文部 技官,研 究 員
文部 技 官,研 究 員
文部 技官,専 門 職 員
文部 技 官,第二修復技術
研究室長

















文 部技 官,専 門 職 員
















































川 杏 太 郎
里 寿 克






























































なお,建物の面積 ・構造等は,次 のとお りである。
1建 物の面積 ・構造一覧










































































































































































































































1歳 出 予 算 4
注()内 は補正後予算を示す。




























特 定 研究 総 合研 究 一 般研 究 奨励 研 究 合 計
件数1金額 糊 金 額糊 金 額醐 金 額件数1金 額
年
千 円
3 ・ ・11 ・1魂 千 円541,400 千 円11250 9.千 円51,550
10,60014,5007江1.0900 01226,190
内 訳




















































































































































































































































部は現在2室 に分かれ,古 美術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術は第二研究
室が担当する。





これらの業績は当部の機関誌 「美術研究」(昭和7年 創刊)に 発表し,大 部の成果
は臨時単行の研究報告書 として刊行 している。またわが国美術界の全般にわたる動向
を調査 し,客観的資料の提供を主眼とした 「日本美術年鑑」を編纂発行 している。
以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎年1回 公開学
術講座を開催 している。
黒田清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立 された,美術部(旧 美術研究所)の 黒















の発達に関する研究」(一般研究A・ 代表者 上野 アキ),及び 「中世絵画 ・彫刻作家






現代美術の動向に関する調査は,集積 した年度資料を整理 し,その結果を 「日本美
術年鑑」として毎年公刊してきているが,本年度は昭和51年(1月～12月)の内容を
盛った昭和52年版編集を進めた。
また本年は,黒 田清輝巡回展(鹿 児島)が実施され,本 展開催にともな う研究事務
(作品選定,カ タログ制作他)に ついては,第二研究室がこれに当 り,進捗させた。
(2)研究調査活動










調 査 研 究









































現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の主任研究官田実栄子が必要






研究題 目の中i特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」に関 しては,和歌山
市の紀州 ・東照宮伝来服飾類の調査,米 沢市の上杉神社蔵の上杉謙信所用袴類及び ビ




的染織技術の調査研究」は 「型染」「絞 り染」「耕」「紬」「級通」等の調査に,京都 ・










し まず去夏鵬 を謹 研究した.(田村)
(2)基準古筆切の蒐録研究
書道史は勿論,国 史 ・国文の研究にも有益な資料である古筆切について一 書写年











国 ・公立美術館をは じめとして各私立美術館,画 廊等で開催 された国内外の作家作













































調 査 研 究
目的とし,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 より構成 されてい
る。
芸能部の研究目標としては,諸芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保存に
関する研究などがあ り,その研究に必要な資料の収集 ・整備,記 録の作成としての撮










研究である。演劇研究室を中心 とした寺院行事の研究や,音 楽舞踊研究室におけ るメ
ログラフを用いての長唄や祭喉子の分析的研究や,民 俗芸能研究室における芸能の伝
承方法の研究などは従来の学界には求められなかった先駆的研究である。
刊行物としては,r芸能の科学』9「 芸能論考Ⅳ」(執筆者 佐藤 ・羽田 ・横道 ・柿




















日本の音楽および舞踊について,芸 術学的,音楽学的調査 ・研究を行い,ま た,こ
れら伝統芸能の成立に深い関係を持つ周辺諸分野に つ い て も調査 ・研究を進めてい
る。
本年度の個人研究は 「長唄《小鍛冶》に見る流派性一一 今藤派と研精会派の比較分
析」「奄美音楽の研究一 朝花と三味線について」が行われ,ま た 共同研究 「浄土教
関係の文化財に関する総合的研究」に,研究員が参加 して調査 ・研究を行った。
また国内調査としては,北 九州地方および日向地方の民謡の録音 ・調査を行い,海



























芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面から取 り
あげる連続 した研究の一環として,前年度は 「道中の芸能」に関する調査 を行った
























脚本構造(小 段分析)の 検討i江戸中期の型付書 「間 ・狂言仕方附」の記載内容と現
行演出の比較照合を行った。(羽田 ・松本)


















質上,そ うした演技 ・演出面に関する資料はあまり多 くはないが,面 ・装束 ・型 ・嘩
子などの構成要素に分けてその変遷を探 り,能の演出の流れを考えてみようとするも
のである。
今年はまず,さ まざまな伝書 ・文書類の中から,装束に関する用語を抽出し,カ ー
ド化を行った。(松本)
一27一
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12.伝統歌曲の音楽分折的研究







安原 コレクショソ邦楽レコー ドのうち,音楽関係レコー ドの整理を完了し,レ コー
ド目録出版のための原稿を完成 した。(柿本 ・松本 ・山本)
15.目黒ばや しの調査 ・研究
江戸に残る古い祭唯子のうち,特 に古制を色濃 くとどめていると考え られる 「目黒
ばや し」について調査 ・録音を行い,音楽調査記録を作製 した。(柿木 ・山本)
B特 別 研 究
浄土教関係の文化財に関する総合的研究























1・日本民謡歌詞の総合的研究(総 合研究㈹ 研究代表者 三隅治雄)
日本全国に伝承される民謡の歌詞を可能な限 り集め,日 本民謡の歌詞集成を行い,
かつ,それによってわが国における民謡の流転と変容の論理を究めようとす る研究で
あ る。3ケ 年計画のうち本年度においては,全 国各地における民賭歌詞の伝承状況 ・
内容の確認のため,全 国都道府県及び市町村の教育委員会や公民館 ・学校 ・青年団等
へ調査用紙を送付し,書面による第一次採集を行った。また特に民謡を数多く伝承し
ている地域に対しては現地調査を実施し,歌唱の録音や伝承基 盤の調査 な どを行っ
た。その調査地の主なものは次の通 りである。千葉県 ・愛知県 ・新潟県 ・広島県 ・山
口県 ・熊本県 ・宮崎県 ・沖縄県。以上の調査によって得た資料を逐次カー ド化 し,爾
後の研究の基礎資料とすべく整理を行っている。一方,民 誘記載文献を各地から収集
してマイクロリーダーカメラによって記録化した。(三隅 ・柿木 ・中村 ・仲井および
他機関の西角井正大 ・大森亮尚 ・高木啓夫)
2.能 楽技法の総合的研究(一 般研究(β)研究代表者 横道萬里雄)
次の研究成果を得た。
① 能面の基本種約80種,変種 ・亜種約300種を,4門 ・8群 ・26類に分類。
② 扮装類型95種を,2門 ・4群 ・12区分に分類,各類型の命名。
③ 笛方一噌流の指付の分類。
④ 小鼓方幸流 ・大倉流の手組約200種,大鼓方葛野流 ・高安流の手組約160種につ
いて,各 手組の機能を考え,分 類。
⑤ 能の基本曲30曲について,嘘 子の手付を主にした 「再構成資料」の作成に着手。
⑥ 難子事64曲について,演 出上の機能と楽式を検討しr新たな分類を行い,「難子事
各説」の作成に着手。
⑦ 本研究の対象となる現行曲248,参考番外曲17を,6門 ・35群に分類 し,新名称
を附与。
⑧ 上記の成果および今後の研究を達成す るために,譜本 ・型付 ・手付 ・指付 ・頭付





















内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽の解明を行っている。また赤外線テレビによる銘記,下
絵等の判読等に リモートセンシングの手法を取 り入れる試みを行っている。
また保存環境に関し,採光,照 明,温湿度等の影響とその防止の研究を行 う他,展







微 ・細菌 ・昆虫等による文化財の被害調査並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培養 ・同
定及びそれ らの殺菌 ・殺虫等の防除用薬剤の選定と方法の研究と実施の指導を行 って
いる。
以上の各研究室の担当研究員の専門分野の基礎的研究のほか,複 合的な判断,処 置
を必要とする研究対象に対 しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共同研究が行
われている。
特別研究 「石造文化財の保存,修 復に関する科学的研究」は修復技術部との共同研




科学研究費による研究は,特定研究 「自然科学の手法による遺 跡 ・古;文化財の研
究」において,計画研究 ・3力年継続の第2年 次として保存科学部門に当部研究者を





















模造(文 化庁美術工芸課保存事業)の ための材質調査として法隆寺献納御物,海 磯
鏡の螢光X線 分析を行い,合金配合の参考に供した。(江本 ・馬渕)









展示室 ・収蔵庫内の温湿度i照 明等の環境の測定,新 設展示施設のシーズニングの
























現場での調査 として三十三間堂(京 都)堂 内の粉 じんを測定 した結果,1～2μ以下













5)南 部利康霊屋(重 文)の 燃蒸指導(52.9)(森)










薬剤の安全性の観点か ら,低毒性薬剤g種 類について,防腐 ・防徽 ・防虫効力を比
一33一
調 査 研 究
較検討 した。(新井)
4.国 宝高松塚古墳壁画修理事業への協力
螢画修復処置の点検が行われた後,石 室内の環境調査(温 度 ・湿度,空 気組成,微
生物)及 び,炭 酸ガス,溶 剤の除去等の作業環境保全に協力した。(江本 ・門倉 ・新
井)
5.未 開口石室内の環境に関する研究





1)福 岡 八女市:丸 山古墳(門 倉 ・新井)
2)茨 城 勝田市:十 五郎横穴 四基。(江本 ・見城 ・門倉 ・新井)
3)神 奈川 川崎市:馬 絹古墳(江 本 ・見城 ・門倉 ・新井)
4)奈 良 明日香村:マ ルコ山古墳(江 本 ・門倉 ・新井 ・三浦)
なお,馬絹古墳に関 しては保存活用の見地 から開口後,石 室内保存状況及び,壁
面,彩 色顔料の修復技術的調査を行った。古墳は石組みの補強工事が施され,埋 戻さ
れた。(江本 ・新井 ・見城 ・樋口)
6.考 古遺物,遺 跡等に関する考古化学的研究
発掘時の埋蔵環境での変質と保存環境での変壊を考慮 して,遺物取 り上げ時の考古
化学的調査方法,発 掘時等の環境保持方法,及 び変壊生成物等を分析 し,変質機構,
環境の推定等を研究 している。
(1)史跡 熊本:鍋 田横穴群
外壁部を調査 し,変質物を採取して分析を行い原因究明 のための検討 を 行ってい
る。















ア,ア ミン類,炭 酸ガス,メ タンなど生成するが,こ れらのガスの一部は土壌に吸着







② 東洋の漆工展(東 京国立博物館)展 示品の調査
中国,宋,元 時代の盆,椀 等22点につきX線透視による構造調査を行った。(石川)




透漆に鉄粉,砥 汁,鉄 漿,硫 酸鉄を混合した黒漆塗膜の赤外吸収スペクトル,粘弾
性の測定,熱 分析を行い,黒 漆塗膜の2,3の物性を明らかに した。(見城)
② 古代漆の分析法について
古墳や遺跡からの出土される漆膜には,地 の粉,土 壌などが付着 しているので,こ
れらを除去しないと,赤外吸収スペクトルによる漆か否かの同定することは,極 めて
困難である。これらの無機物は,いずれ も比重が2以 上であるが,漆 塗膜 の比重は
1・3以下である。そこで比重1.6319の四塩化炭素を用いて,漆 と無機物の分離を可能
一35一










知 る方法について実験を行い,一 次元の場合は成功 したが,二 次元の場合は検出器の
精度等の問題が残 されている。(東京大学大型計算機センターを使用)






B特 別 研 究
石造文化財の保存,修 復に関する科学的研究
(3ケ年継続 第1年 度)〔修復技術部と共同研究〕

























C受 託 研 究
1.史 跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究
前年度に引き続き,埋戻し後の石室内環境因子の消長を調査 した。




これ らの結果は,勝 田市市史編さん委員会により,他の事項 とまとめられ,「勝田市
史虎塚古tj'(」として53年3月に出版された。(門倉 ・見城 ・新井 ・江本)


















3)東 照宮(西 廻lids,西南隅),輪王寺(二 天門)に 毛髪湿度計 を 設置し,測定を





新常施設内の環境が安定 してきているか否か,文 化財の展示 ・収蔵に適 しているか
否かの判定に用いるモニター用のテス トピースの選定,測定法に重点をおいた。
実験用小収蔵庫内での実験を中心に,コ ンクリー トのいわゆる 「枯らし」に関する
基礎的研究を行った。
1)温度 ・湿度は コンクリー ト壁の吸放湿や汚染因子の発生量と密接な関係がある
ことが裏付け られた。また日照の影響と断熱材の効果を測定 した。
2)コ ソクリー トか らのアルカリ性因子の判定法として,pH混 合指示薬の試験紙





2.文 化財の虫徽害防除法の開発(特定研究(1)研究代表者 森 八郎)












3.同 位体分析による古文化財の研究(一 般研究(A)研究代表者 馬渕久夫)
分担課題 試料蒐集(江 本),化学分析(見 城 ・門倉)
昨年度設置された質量分析計が本格的に動き始め,鉛 及び ス トロンチゥムのNBS
国際標準試料により機器の精度,確度,感 度の検討を行った。その結果,十 分に信頼
し得るデータが得られることがわかったので,日本の方鉛鉱3種,中 国と日本の古銅
銭9種 につき鉛同位体比を測定 した。 日本と中国の鉛では同位体比が異なることがほ
ぼ確認された。
ス トロンチウムについては,土 器,瓦 について化学分離を検討中である。






調査の対象としたのは,福 岡県八女市にある乗場古墳(前 方後円墳,6世 紀,国 指




土壌の温度伝導率を測定して,土 壌を通 じての熱流 より,石室入口扉を通 じての熱流
が原因していると考えられた。この他,土 壌の透水率も測定 したが,地 山の土,盛
























研究対象としては,絵 画,書跡,彫 刻,工芸品,考 古資料などは勿論,木 造建造物
の組物や細部に描かれた絵,石造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財があげられ
る。
































A一 般 研 究
1.伝統的製作技法及び修復技術の研究
修復技術部の経常的な研究主題の一つとして,伝統技法の調査研究がある。現在は
彫刻(木彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造技法),工芸品(漆芸 ・木工芸技法),
絵画 ・書跡の装横技法,出 土金属工芸品の技法などを研究対象としている。これは作
品がどういう材料を用い,ど の様に造られているかについての実査を交えた資料蒐集
分析,過 去の修理記録及び実査データに基づ く,修復技術の細部の分析を行い,こ れ
一41一
調 査 研 究
に科学技術がどの様に応用され得るかを明らかにしようとするものである。
(11彫刻の製作技法,修 復に関する実査研究
本年度は,従 来から実査 した資料の整理,図 化分析を継続 して行 うと同時に,京都
美術院国宝修理所の修理現場での技法実査,資 料蒐集を実施 した。(西川)
② 漆芸技法の研究
文化庁美術工芸課の保存事業の一つとして蒔絵箏(国 宝 ・春日大社蔵)の 模造が進
められており,この問題に関する検討会が開かれたが,製 作技法,模造方法等につい










ている。また,重 要文化財指定会議の出品物 につき,文 化庁 に 協力して,一部糊さ
し,繕いなどの修復処置を行った。(増田)
2・合成樹脂による彩色剥落止め技法の研究と実施
本年度は,東京音羽の重文 ・護国寺本堂天井彩色(板 天井に下張 りを施し,紙に描
かれた絵を貼 りつける。)の修理に伴 う剥落止め処置を指導 した。 緑青部分や極めて




たが,厚 塗 りの胡粉層が再び剥離 した。水溶性アクリル樹脂の浸透と揺変エマルショ
ソ(AC34)の注入により良好な結果が得 られた。また,世界救世教所有の荻生狙侠額

















究)で 行われたが,そ の研究成果の一部であるアラルダイ トXN1023(ガラスマイク
ロバルーン混入エポキシ樹脂)に よる樹脂処置指導を,桂離宮の解体部材の修復に対
して行った。また,こ の解体材の腐朽部の強化には,耐 候性を重視して,メ チルメタ
アクリレー トの半重合体を用いた。(樋口 ・西浦)








重要文化財 「オル ト邸」(長崎県)石 造部分の修理に際し,石 柱の表層剥離部分へ


















欧米で広 く行われている青銅製品の保存処置法のいくつかを追試 して来たが,本 年
度は埼玉県歴史資料館保管東松山市諏訪山一号墳出土銅製腕輪,栃 木県小川町保管駒









は,本 年度,国 士館大学によって将来されたイラク,カ ル バ ラ遺跡出土染織品の保


















C受 託 研 究




欠失部の修復を主として行 うもので,本 年度は第2年 度で約150点の鉄製品を対象に
している。(青木)





ため,シ ーズ昌ング中反 り返りがひどくなり,漆膜 自体の破壊の危険が出て来た。こ
のため漆膜の移植を行う事とし,漆膜から木部寸法を実測 し,木部を復元新造 した。
漆膜は割れ易くなっているので,和 紙で裏打ちし,接着剤としては揺変エマルション,






ル コキシ ・アルキル ・シラソ(SS-101)を点滴等により時間をかけて含浸させた。強





L調 査 研 究
D科 学研究費
1・古美術 ・古建築の主要材料である木材及びその化粧材料接着剤の劣化と修復処
置後の耐久性 ・強度に関する研究(特 定研究(1)研 究代表者 西川杏太郎)
この研究の目的は,古 美術品,古 建築等に用いられる木材とその表面に塗 られる漆
膜,彩 色層の劣化変質現象及び木材の接着充1眞に用いる漆 ・膠等の伝統的材料や各種
合成樹脂等化学的材料の強度,耐 久 ・耐候性,経 年変化の実態 を科学的 に 明らかに
し,一方,建 造物の部材とその結合部の構造的強度,耐 久性,経 年変化の実態を検討
し,併せて木造文化財の保存と修復技術の改良に役立たせるものである。









2.経 巻 ・絵巻 ・冊子等の料紙に対する打螢技法の再現研究(一 般研究⑨ 研究代
表者 増田勝彦)























情報資料部は,従 来美術部資料室 として美術に関 する研究資料の作成,収 集,整
理,保 管等にあたり,これ らの資料を文化財関係事業のみな らず,国 の内外の研究者






文献資料研 究室 ・写真資料 研究室
上記研究資料の作成,収 集,整 理,保 管等を分担するが,特 に本年度は,文 献資料
研究室は,昨年度か ら継続の科学研究費による 「戦後における日本 ・東洋美術史学の
発達に関する研究」の推進力としての役割を果した。







費による一般研究 「中世絵画 ・彫刻作家資料の収集と研究」(代表者宮次男)の ほかi
他機関の科学研究費による総合研究 「日本近世絵画 における古典的伝統 の 調査と研
一4?一
、凋査 研 究
































科学研究費一般研究 「探幽縮図の研究」(研究代表者 河野元昭)に より探幽縮図











者 実践女子大学教授 松原三郎)の 絵画部門の研究調査を続行中。高麗経の荘厳画






















した。今日までに3万 枚の文献カー ドについて所定の項 目の記入を終 り,カー ドセレ
クターをも用いて分析を行った結果,年とともに変化す る研究方法,研究領域,問題意
識等につき,顕著な推移が認められた。
2.「中世絵画 ・彫刻作家資料の収集と研究」(一般研究㈹ 研究代表者 宮次男)
分担課題
(1)仏師及びその系譜に関する研究(久 野 ・猪川)
② 絵仏師の伝記並びにその流派の研究(柳 沢 ・関口)
㈲ 絵師の伝記とその画系についての研究(宮 ・田村 ・江上 ・米倉)
(4)水墨画家伝の研究(鶴 田)
本研究は,わ が国中世(鎌 倉～室町時代)の 絵画 ・彫刻 ・書等の作家に関し,作品
は勿論,信 頼できる文献,造 像銘,奥書,賛,落 款,印 章等から,その作家に関する
資料を収集 し,整理研究す ることによって,当該年代の作家の伝記,系 譜,作 品等の
実体を明らかにすることを目的とする。
絵画分野では筆者の判明する作品の調査 ・撮影に重点を置いた。
a絵 仏師関係 鎌倉初期の託摩俊賀筆神護寺蔵真言八祖像8幅 の調査,写真撮影
を実施し,特に赤外線写真やX線 写真を併用して,そ の材質 ・技法等を明らかにする
と共に,そ れらが俊賀1人 の筆でないことも確かめ得た。また,俊賀関係資料の収集
にも努めた。
b絵 師関係 絵巻の調査を行い,特 に東寺蔵の行忠 ら4筆弘法大師行状絵 巻12
巻,清 涼寺蔵の伝え信筆釈迦堂縁起6巻,寂 済ら6筆融通念仏縁起2巻,東 大寺蔵の
























「巨 匠 の 名 画 」16学 習研 究 社52.5
武 道125～134号52.4～53.1
田村 悦子(主任研究官)
① 藤原行成 白氏詩巻 ・本能寺切 日本名跡叢刊12二 玄社52.9




② 東寺の国宝両界曼茶羅 西武美術館 「曼茶羅展」目録52.7









ミュ ー ジ ア ム320号52.11
四 天 王 寺448号53.2
特 定 研 究52年度 報 告 書53・2
美 術 部 研 究 会52・10
調 査 研 究
⑤ 四天王彫像 四天王寺夏期大学講座
田実 栄子(主 任研究官)
② 東照公の胴服について 大 日光47号
② 新資料 紀州東照宮の服飾類 下一紀州東照宮服飾類調査報告1一
美術研究308号
⑤ 絞 り染及び絞 り文様 和装指導者養成研修会
⑤ 縞 と緋及び縞 ・耕文様 和装指導者養成研修会
陰里 鉄郎(主 任研究官)
(1)日本の印象派 「原色現代日本の美術」5小 学館
② 黒田滑輝の人と作品 石川県美術館 「黒田清輝展」目録
X31フォソタネージと浅井忠 現代の眼275号
④ 黒田清輝についての2,3の 問題 美術部研究会
④ フォンタネージと工部美術学校 美術史学会例会シンポジューム
⑤ 黒田清輝と近代美術 石川県美術館
⑤ 日本近代洋画と黒田清輝 ・有島生馬の画業 鹿児島市立美術館
⑤Ill田清輝 「舞妓」NHK教 育TV
⑥ 司馬江漢 「訓蒙画解集』(校訂菅野陽)書 評 三彩362号
⑥ 松本竣介と 「雑記帳』の復刻 絵167号
久野 健(第 一研究室長)







































② 近代日本彫刻の流れ 東京芸術大学蔵品図録 ・彫刻52.6
③ 「岡田三郎助展」開催の意義 絵163号52.9
③ 画業60年・望月春江展によせて 山梨日日新聞52.9
③ 中村忠二の画業と私 兵庫県立近代美術館 ・同回顧展目録53.1




① 日本祭礼地図皿(本 田安次 ・榎本由喜雄 ・田原久 ・木下忠 ・原浩一共編著)
52.12
① 祭 りの情念 三一書房52.12
② 国譲 り神話と民俗祭祀一古亭記の芸能世界一r古 事記』所収
社会思想社52,9
② 民俗芸能の死と再生 伝統と現代50号53.1
② 語 り物の民衆芸能化一語る芸 ・読む芸 ・話す芸一
口承文芸研究1号53.2
② 民俗芸能ととこよ信仰一神と人と劇の触れ合い一 文学2月 号53.2
③ 東京都の民俗芸能 とうきょう広報5月 号52.5
③ 大道芸と庶民 とうきょう広報11月号52.11
③ 私の提言 「音無しの構え」 演劇界52.6
③ 花とアニマ 「挿花百規』 主婦の友社53.1










































































② 狂言の"神楽"に ついて 華泉2852・6
③ 能の難子について 能楽鑑賞の栞18・2052.5
③ 曲目解説 「杜若」 能楽鑑賞の栞2153.3






③ 生活の中の楽器 音楽芸術6月 号52.6
③ 生活から失われた楽器 音楽芸術7月 号52.7














調 査 研 究
















実 業 之 日本 社52.4
芸 能5月 号52.5
ビ ク ター レ コー ド52.5
ビク ター レコ ー ド52.5
ビ ク ター レ コー ド52.5
芸 能9月 号52.9
江 戸 時 代 図 誌852.11
日本 通 信 教 育 連 盟53.1
芸 能52.4～53.3
テ レ ビ神 奈 川52.5
台 東 三 田会52.6








② 鉄一57のメスバウァー分光法による古代カワラの状態分析(竹 田 ・馬渕 ・
宮永と共著)分 析化学26(8)52.8
② 日の出土瓦窯跡群出土瓦のけい光X線 分析(馬 渕久夫と共著)
保存科学17号53.3







③ 古文化財 と木材1～2木 材工業33巻,1～2号53.1～2






④ 新設展示 ・収蔵施設の汚染因子 と収納文化財への影響
科学研究費特定研究 「古文化財」昭和52年度研究発表会53.3
⑤ 美術工芸品と環境


































共催 色材協会中部支部 ・石川県工業試験場 ・輪島漆器振興協議会
⑥ 文化財研究の楽しみ 塗装技術16巻9号52.9
⑥ 現代 うるし考 塗装技術16巻11号52.11
●
馬渕 久夫(化学研究室長)













・主 要 研 究 業 績
●CharacterizationofAncientJapaneseCeramicsbyMossbauer





② 古墳の保存科学的調査 発掘時の 「石室内空気の化学的調査」石室密閉後
の 「石室内空気の化学的調査」 勝田市史 「虎塚壁画古墳」53.3
石川 陸郎(物 理研究室)
② 国宝 ・東大寺大仏殿,鵬 尾 ・漆箔銅板の腐食状態調査報告
受託研究報告 ・保存科学17号53.3
③ 照明の手引き 展示照明と列品の劣化 古文化財之科学20・21号52.8
④ ファイパースコープによる仏像体内の調査
科学研究費特定研究 「古文化財」研究会53.2
⑥ 博物館と照明について 東京都博物館協議会 ・日本博物館学会53.2
三 浦 定 俊(物 理 研 究 室)
② ゼ オ ライ トを 入 れ た ア ク リル 箱 内 の温 湿度 分布 保 存 科 学17号53.3
③ 鎌 倉 の大 仏 とRIIsotopeNews52.10
④ 石 室 内 の 析 出 物 と環 境(江 本義 理 と共 同)





④ 表 面 含 水 率 パ タ ー ンに よ る内 部 状 態 の 推定(三 浦 ・稲 村 ・豊 田共 同)





新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)
② 文化 財 の保 存 科 学 と生 物(1),(2)化 学 と生 物,15巻5号,6号52.5
② ヨー ロ ッパ に おけ る最 近 の シ ロア リ事 情(森 八 郎 と共 同)
しろ あ り,29号52.8
(2)唐招 提 寺展 の展 示品 の燃 蒸(森 八郎 と共 同)
古文 化財 の科 学,20・21号52・8
② 微 生 物 に よ る被 害 と対 策(文 化 財)防 菌 防徹 誌,5巻,11%'-52.11
② 虎 塚 古 墳 に お け る微 生物 学 的 調 査(共 著)




⑤ 古墳 に おけ る微 生 物 学 的 問 題 文 化 財 保 存 科 学 研 究 協議 会52.9
⑤ 防 殺 虫 ・徽 の知 識 第2回(後 期)指 定 文 化 財 展 示 取 扱 講 習 会
文 化 庁 美 術 工 芸 課主 催52.12
(5'国外 に おけ る石 造 物 の保 存 科 学 的 研 究
古文 化 財 自然 科 学 研 究 会 例 会52.10
⑤ 燃 蒸 剤 の殺 菌 効 果 な らびに 低 毒 性 薬 剤 の検 討











主 要 研 究 業 績
② 如 庵(国 宝)及 び 旧正 伝 院(重 要 文 化 財)の 被 覆k蒸(門 倉 武 夫 と共 著)
同上20・21号52.8
② 建 築 用 材料 の耐 蟻 性試 験(町 田和 江 と共 著)し ろあ り29号52。8
② ヨー ロ ッパ に おけ る最 近 の シ ロア リ事 情(新 井 英 夫 と共 著)同 上52・8
② 木 造建 築 物 の蟻 害 と腐 朽 の探 知 診 断 法 同上30・31号53.1
② 新 種 クシ モ トシ ロア リGlyptotermeskushimensisMORIsp.nov.
同上32号53.2
④ 文 化 財 の 虫 徽 害 防 除 法 の開 発(虫 害)




⑥ 建 築 物 の 虫 害 しろ あ り対 策 ゼ ミナ ー ル講 演
日本 しろ あ り対 策 協 会52.8
⑤ シ ロ ア リ燃 蒸 仕様 書 シ ロア リ燃 蒸 実 務 講 習 会 講 演
日本 しろあ り対 策 協 会52.9
⑤ シ ロア リの 毘 虫 学 的 知 識 シ ロア リ防 除 施 工 講 習 会 講 演
日本 しろ あ り対 策 協 会,福 岡53.1
⑤ 同 上
同 上 東 京53.2
⑤ キ クイ ム シ と シ ロ ア リ 日本 しろ あ り対 策 協 会 熊 本 支 所 講 演53.3








調 査 研 究
③ 阿弥陀如来像他(元 興寺極楽坊),薬師如来像(元興寺)大 和古寺大観3
岩波書店52.10
③ 中宮寺の歴史 ・菩薩半跡像 大和古寺大観1岩 波書店52.10
⑤ 史料取扱いの科学 国立史料館近世史料取扱講習会52.10
へ
中 里 寿 克(主 任 研 究 官)





② 大 樹 寺 障 壁 画 の保 存 処 置 研 究(樋 口清 治 と共 著)(受 託 研 究 報 告)
保 存 科 学17号53.3
② 平 安 時 代 漆 芸 技 法 資 料W保 存 科学17号53.3
西浦 忠輝(第一修復技術研究室)







樋 ロ 清 治(第 二 修 復 技 術 研 究 室 長)
② 重 要 文 化 財 大 樹 寺障 壁 画保 存 処 置(中 里 寿 克 と共 著)(受 託 研究 報 告)

















































調 査 研 究
江 上 緩(文 献 資 料 研 究 室)
① 購 座 ・比 較 文 化 第5巻 日本 人 の技 術 く共 著)研 究社 出版52.7
② 平 家 納 経 と宗 達 「光 悦 書 宗 達 金 銀 泥 絵 」 朝 日新 聞社53.3
●HistoricalDistributionoftheSeigaihaDesignandItsPrototype
カル フ ォル ニ ア大 学(バ ー ク レー)52.11















① 若沖・蒲白 「日本美術絵画全集23」(共薯)集 英社
② 呉春筆林間帰漁図・柳陰帰漁図屏風 国華999
② 宗達の伝記資料と研究史 「琳派絵画全集 宗達派1」
日本経済新聞社

























7そ の他 の研究 活動
ほかの機関における講義など









































8学 位 授 与
主 要 研 究 業 績
(52.4.1～53.3.31)東 洋 美 術 史
(52.4.1～53.3.31)美 術 交 流 史
(52.4.1～53.3.31)書 道 史
(52.4.1～52.9.30)文 化 交 流
(52,10.16～53.3.31)日本 美 術 史
(52.4,1～53.3.31)日 本 美 術 史
(52,4.1～52.10.10)服 飾 史
(52.4.1～53.3.31)日 本 美 術 史
文 芸 学 ・美(52.4.1×53.3.31) 術 学





































(1)美 術 研 究
昭和7年1月 創刊 ・当所美術部 の調査研究 の成果を公表するための機関誌であっ
て,主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献の
校刊等を掲載し,ときには所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本文




平治物語絵(常 磐巻)に ついて 真保 亨
く図版解説〉
天理 ・旧松永本r源 氏物語絵巻』詞書(桐 壺)断 簡


















本年度は,芸 能論考集 とLて下記の諸論文を収録 し,刊行 した。
祖師会の史的研究 佐藤 道子
狂言の脚本構造 一小段分析の試み一 羽田 剥
長唄鳴物の古型 横道萬里雄
長唄 「小鍛冶」に見 る流派性 一今藤派 と研精会派の比較分析一 柿木 吾郎
朝花と三味線について 山本 宏子
音盤目録皿
芸能部所蔵 「安原コレクシ ョンレコー ド」の中,音 盤目録1(義 太夫節)・音盤 目







(1)日の出山窯跡群出土瓦のけい光X線 分析 馬淵久夫 ・江本義理
② 漆の分析に関する研究(第1報)一 比重差を利用する分離一 見城 敏子
(3)ゼオライ トを入れたアクリル箱内の温湿度分析 三浦 定俊
(4)平安時代漆芸技法資料VB一海賦蒔絵袈裟箱一 中里 寿克






































































































































































































































出版 ・巡回展 ・学術講座 ・会議
鹿児島市立美術館(鹿 児島市城11.14-36)
東京国立文化財研究所 ・鹿児島市教育委員会 ・南日本新聞社





日時:11月3日 会場:県 文化センター 演題:"明治絵画と黒田清
輝"講 師:陰 里鉄郎




講 演(1)荻原守衛について 美術部第二研究室長 中村伝三郎





講 演(1)脚本の構造 演劇研究室 羽田 超
(2)演技の広が り 一舞歌と科白一 音楽舞踊研究室 横道萬里雄
実演 「自然居士」一狂言様式による実験一 野村万之丞 ・野村万作





















古境石室内における微生物学的問題点 保存科学部生物研究室長 新井 英夫4.
第2日 主題;収蔵・展示施設の保存環境
1・絵画 ・彫刻の損傷と保存環境




































24日～26日 講演 ・討議(国 立社会教育研修所)














的 建 造 物 の 劣化 した木 質部 材 の構 造 的 修 復)
カ ナ ダ国立 公 園局 修 復 部 上 級 修 復 専 門官 ポ ー ル ・ス テ ユ ー メ ス
5.ConservationofWater-loggedWoodenMaterialsfromtheNaraPalace
Site(平城 宮 跡 か ら出土 した水 浸 木 材 の保 存 処 置)
奈 良 国立 文 化 財 研 究所 平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部 沢 田正 昭
6.ConservationProblemsofWater-loggedLargeSizeWoodenAntiquitiesin
DaccaMuseum(ダッカ博 物 館 に あ る大 きな 水 浸 木 材 の 保 存 処置 に 関 す る問題
点)
バ ン グ ラ デ ィシ ュ国立 博 物 館 長 エ ナ ムル ・ハ ック ー
7・ConservationofWoodenSculpturesinJapan(日本 に お け る彫 刻 品 の保 存)
奈 良 国 立 博 物 館 長 倉 田文 作
第2日
1.TechniqueofWoodWorkinIndia(イン ドに おけ る木 工 芸 技 術)
イ ン ド国 立 文 化 財 研 究 所 長0.P.ア グ ラ ワル
2.WoodWorkedApPliedArtsIncludingFurnituresinThailand(家具 を 含 む
木 工 芸 品 に つ い て)
タ イ国立 博 物 館 コ ソサ ベ ー ター チ ラポ ン ・ア ラニ ャナ ッ ク
3.ThePreservationofWoodenAntiquitiesinIndonesia(イン ドネ シ アに お け
る木 製 遺 物 の 保 存 に つ い て)
イ ン ドネ シ ア国 立 考 古 学研 究 セ ンタ ー調 査 専 門家S.ス レー マ ン
4.StructualReinforcementsofWoodenBuildings(木造 建 造 物 の 構 造 的補 強)
京都 大学 工 学 部 教 授 金 多 潔
第3日
1.PrinciplesofConservationandRestorationRegardingWoodenBuidingsin
Japan(日本 に お け る木 造 建 造 物 の 保 存 及 び修 復 に お け る原 則)
所 長 関 野 克
な お,オ ブザ ー バ ー と して提 出 され た 報 告 は 次 の とお りで あ る。

























係者,そ の他,文 化財保存関係研究者,技 術者等50名
現地討議
奈良;東大寺大仏殿,薬 師寺本堂 ・東塔,平 城宮跡,法起寺五重塔,法 隆寺本堂 ・五
重塔,廻 廊及び羅漢堂,今井町街並
京都;桂 離宮,東 福寺三門,美 術院国宝修理所,京都国立博物館,産 寧坂 ・祇園新橋
(伝統的建造物群保存地区)

















柿木音楽舞踊研究室長は,文部省在外研究員(短期)として,イ ギ リス,フ ランス及
びイタ リアの中枢的大学,研 究機関に訪問滞在し,各国における伝統音楽研究の現状



















国 際 交 流
具技術のデモンス トレーションを行った。(52.11.11～52.12.16)
西川杏太郎部長は,西 ドイツケルン市立東亜美術館の招聰により,西 ドイ ツに 出














鶴田研究員は中華人民共和国上海市及び広 州市において,現 代絵画の調査 を行っ
た。(52.3,6～3.18)











ヨー ゼ フ ・ リー デ ラー博 士
李 蘭映 女 史
パ オ ロ ・マ ツ ツ オー 二博 士
ペ ラ ・エ ス ピ ノ ラ女 史
マ リオ ン ・ケ ー ラ ー女 史











ア ネ ッ ト・ジ ェ ン トン女史
金嫡 虎氏
李 鐘 哲 氏
ロ バ ー ト ・フ ェラ ー博 士
トム ・チ ェー ス氏
ジ ョソ ・ウ ィン ター博 士
ラ ン ド・カ ステ ィー ル 氏











戸 W研 究施設 ・設備
7 1蔵 書
美 術部 ・情報資料部
日本 ・東洋古美術.日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわた る研究書 を中心
に,関 連図書,各 種叢書,辞 典類など和漢書(30,075),洋書(3,684)計33,759冊の
ほか,各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要
類,売 立 目録,展 覧会目録などを所蔵し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供 し
ている。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書4,289冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・
テァ トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と









美 術 部情報資料 芸 能 部 保存科学部修復技術部 計
和灘 ―洋 書 和漢副 洋 書 和漢劃 洋 書
昭 和51年度 995冊 21冊 384冊 16冊 55冊 11冊 1,482冊








当初より一貫して力を注いできた写真資料を有する。それ らは 日本 ・東洋古美術,日
本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建
築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ24万点,原 板保有
量はほぼ3分 の1に あた り,別にマイクロ・フ ィルム250巻がある。写真資料のほか,




レコー ド・録音テープ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等 による芸能資料を多
数そなえている。レコードには,毎年各製作会社か ら発売される伝統芸能関係 レコー
ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原コレクションレコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクショソは,明治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知る
上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺
院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏 演法の解析を中






まで の 累 計
レ コ ー ド 録音テープ





昭和52年度1 48〃1・47〃12・ 〃[・ 〃1 〃
???





3機 器 ・設 備

















(2)ポー タ ブ ル ・マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置
(3}マイ ク ロ閲 読 機(ル ーモ社 製)
(4)リー ダ ー ブ リン ター
5.デ ァス コ ー プ(視 聴 覚 教 育 装 置)
6.カ メ ラ類
(1)リソ ホ フ カル ダ ン
(2)リン ホ フテ ヒ ニ カ
(3)コメ ッ ト ・ス トロボCP-1200DX































複 写 台 コ ピ ース タ ソ ド(1300)
乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)
ドライ マ ウソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M
ドライ マ ウソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル70
7ル チ カ ー ドセ レ クタ ー(HAC841S型)
複写 機 ユ ー ビ ッ クス480



























1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レコ ー ダー
② メ ロ グ ラ フBT型
2.オ ーデ ィオ関 係機 器
(1)テー ブ レ コー ダ ー
(2)ビデ オ テ ー プ レ コー ダ ー
(3}ステ レオ音 声 調 整 卓
(4)ス ピー カー






(6}35臓マ イ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置














































3.分 析 装 置






⑥ 炭素 ・水素 ・窒素分析計
(7}光電分光光度計(自 記)




































































































































めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。
創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油絵125点,素描170点,写生帳
等であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈が加わった。収
蔵品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温





































































































































文 部 事 務 官






















文 部 技 官
第二研究室長



























































































第122条 保存科学部に,化学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置 く。














4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料 とす る文化財の修復に関




関 係 法 規
2文 献資料研究室においては,第118条第1号か ら第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く。)の作成,収 集,整 理,保 管,公
表,閲 覧及び調査研究を行う。
3写 真資料研究室においては,第118条第1号か ら第4号 までVu掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,整理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行 う。
唖































機 関 定 員





◎教育公獺 特例法施行令儂慧 歪1晶羅 年啓欝 昌号第74号)(抄)
(教育公務員以外の者)
(略)











一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,国立学校設置法第3章 の3
に規定する機関の長及びその職員にあたっては 「文部省令で定めるところにより任
一91一
一関 係 法 規
命権者」,その他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」































◎棘 国立文化財研究所受託研究取扱規程(躍穀懸 需 醗 齪)
(趣 旨)
第1条 この規程は,東京国立文化財研究所(以 下 「研究所」とい う。)における受
託研究(外 部か らの委託を受けて公務 として行 う研究で,こ れに要する経費を委託
者が負担するものをいう。)の取扱いに関 し必要な車項を定めるものとする。
2受 託研究は,研 究所の文化財に関する調査研究上有意義であ り,かつ本来の調査
研究に支障がなく,当該年度の予箕額の範囲内において行 うものとする。
(受託の条件)
第2条 受託研究の受入れ条件は,次 の各号に掲げるとお りとする。
〔1}受託研究は,受 託者が一方的に中止す ることはできないこと。









3委 託者が国の機関,政 府関係機関または,地方公共団体である場合は,第1項 第
3号及び第5号 の条件は,こ れを付さないことができる。








関 係 法 規
長に提出しなければならない。





第5条 受託研究を担当する職員は,当 該研究を中止 し,または,そ の期間を延長す
る必要があると認めたときは,た だちに所属の室及び部の長を経て所長に報告し,
その指示を受けるものとする。






















受 託 研 究 申 込 書














関 係 法 規
黒田子爵記念室観覧規程(昭 和12年11月29日制定)
第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以下単に 「記念室」 という。)は,こ の規程に
ょって一般に公開する。
第2条 観覧は無料 とす る。
























発行所 東 京 国立 文化 財研究所
〒110東京都台東区 上野公園13-27
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